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凡例
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S=1:20(A1)
S=1:40(A3) S - 16渡廊下（東側）K型鉄骨ブレース詳細図

記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事
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1,310

10d=100以上

1.あと施工アンカーは接着系とする。

特記事項

開口閉塞壁補強詳細図　　S=1/20

1.あと施工アンカーは接着系とする。

鉄筋タテ、ヨコとも1-D10@250

鉄筋タテ、ヨコとも

壁W12

垂れ壁W12

便所ドア

土間

鉄筋9φにフレアー溶接

開口補強筋13φ

鉄筋9φにフレアー溶接

開口補強筋13φ

鉄筋9φにフレアー溶接
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1.開口間ヨコ筋9φがないときは、開口補強筋13φ

あと施工アンカー頭ナット付き
1-D10@250

使用材料

スパイラル筋　：SR235

コンクリート　：Fc=24N/mm2

無収縮モルタル：Fm=30N/mm2

アンカー筋　　：SD295A
閉塞壁筋　　　：SD295A

､SL=18cm

S=1:20(A1)
S=1:40(A3) S - 17渡廊下（東側）開口閉塞壁補強詳細図

記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事



S - 18
S=1: - (A1)
S=1: - (A3)渡廊下（東側）部材リスト

基礎リスト

土間コンクリート

柱リスト

1階

2階

3階

地中梁リスト

符号

位置

上主筋

下主筋

STR

断面

下主筋

STR

位置

上主筋

断面

符号

小梁リスト
大梁リスト

BxD
STR
下主筋

上主筋

上主筋
BxD
位置

STR

上主筋
BxD

下主筋

2階

3階

R階

STR
下主筋

5

3-

3

位置
BxD

下主筋

BxD
上主筋

上主筋

下主筋

下主筋

上主筋

STR

STR

STR

BxD

R階

3階

2階

大梁リスト

現実はハンチなし

壁リスト

横　筋

符号

断面

縦　筋

補強筋

記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事



2階 床梁伏図　S=1:200

基礎伏図　S=1:200

凡例

：解体範囲を示す。

3階 床梁伏図　S=1:200

屋階 床梁伏図　S=1:200

S=1:200(A1)
S=1:400(A3) S - 19渡廊下（西側）基礎・2階・3階・屋根伏図

記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事



凡例

：解体範囲を示す。

記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事

S=1:200(A1)
S=1:400(A3) S - 20渡廊下（西側）軸組図



記

事

工事名称 設計年月

縮尺図面名称 図面番号

令和8年5月飯能第一小学校校舎南棟等解体工事

S=1:30(A1)
S=1:60(A3) S - 21渡廊下（西側）基礎断面リスト




